
シビリアンの戦争　デモクラシーが攻撃的になるとき 岩波書店
三浦瑠麗　3,360円
軍が戦争に消極的なのに政治家や国民が突き進むケース、その実態からの考察。

宇宙開発と国際政治 岩波書店
鈴木一人　4,200円
軍拡競争と開発が結びついた冷戦の終焉後、各国の意図とは？　サントリー学芸賞受賞。

ヒューマニティーズ　文学 岩波書店
小野正嗣　1,365円
三島由紀夫賞作家でもある著者が、文学の可能性を根源から問い直す。

戦後日本スタディーズ　①40・50 年代 紀伊國屋書店
岩崎稔ほか編著　2,520円
これからを生き抜くために、「戦後」を問い直す。

戦後日本スタディーズ　②60・70 年代 紀伊國屋書店
岩崎稔ほか編著　2,520円
かつて「革命」を信じた時代があった。

戦後日本スタディーズ　③80・90 年代 紀伊國屋書店
岩崎稔ほか編著　2,520円
1995年、日本はここから変わったのか？

自己啓発の時代 勁草書房
牧野智和　3,045円
なぜ自己啓発書が売れるのか、なぜ「◯◯力」が次々と登場するのか?

なめらかな社会とその敵 勁草書房
鈴木健　3,360円

「なめらかな社会」が近代をメジャーバージョンアップする！

ナショナリズムの力 勁草書房
白川俊介　4,200円
新たなリベラリズムから導き出される新世代の政治哲学がついに誕生。

ピアニストの脳を科学する 春秋社
古屋晋一　2,100円
新進気鋭の医学博士が脳科学・心身運動学からそのメカニズムを解明！

学校を災害が襲うとき　教師たちの 3.11 春秋社
田端健人　1,890円
宮城教育大准教授が教師たちにインタビュー。災害エスノグラフィー。

クオリアの哲学と知識論証 春秋社
山口尚　3,360円
世界中の哲学者を巻き込んで「知」をめぐるホットな論戦の幕が開く。

「終戦」の政治史　1943-1945 東京大学出版会
鈴木多聞　3,990円
第二次世界大戦の和戦をめぐり、指導者たちが拮抗し、変化していく諸要因を明らかにする。

都市の戦後 東京大学出版会
初田香成　7,560円
社会的運動として都市計画と建築建設を描き出し、戦後「都市」の可能性に迫る。

ロシア・シオニズムの想像力 東京大学出版会
鶴見太郎　5,460円
シオニズムの新たな側面に光をあてる、第1回東京大学南原繁記念出版賞受賞作。

トクヴィルの憂鬱　フランス・ロマン主義と〈世代〉の誕生 白水社
高山裕二　2,730円
ロマン主義世代の昂揚と煩悶を浮き彫りにする。サントリー学芸賞受賞。

大正大震災　忘却された断層 白水社
尾原宏之　2,100円
当時の日本人はあの地震をなぜこう名づけたのか。知られざる断層に迫る。

天皇の韓国併合　王公族の創設と帝国の葛藤 法政大学出版局
新城道彦　4,200円
王公族という身分に日本がどのように対応したのかを探る。

比較のエートス　冷戦終焉以降のマックス・ウェーバー 法政大学出版局
野口雅弘　3,045円
ウェーバーが実践した比較の契機を掘り起こし、意義を再検討する。

戦後沖縄と米軍基地 法政大学出版局
平良好利　5,985円
沖縄の米軍基地問題の本質を問い直す。

スピノザの方法 みすず書房
國分功一郎　5,670円
スピノザの思考をスリリングに解き明かす。気鋭の哲学者による、スピノザ基礎論！

サスペンス映画史 みすず書房
三浦哲哉　3,570円
新たな映画の見方を提示する。表象文化論の新鋭による、第一級の映画史。

貧乏人の経済学 みすず書房
バナジー／デュフロ　3,150円
食糧、医療、教育、家族、マイクロ融資、貯蓄……世界の貧困問題をサイエンスする新・経済学。

無能な者たちの共同体 未來社
田崎英明　2,520円
可能性と潜在性が枯渇したところから始まる、新たな政治理論へ向けて。

哲学と大学 未來社
西山雄二編　2,520円
いま〈大学〉は可能なのか。現代高等教育の制度的矛盾を炙りだす画期的論集。

パレスチナ・そこにある日常 未來社
高橋美香 著・写真　2,100円
パレスチナに生きる人びとのありのままの日常を伝えるルポルタージュ。

岩波書店創業 100 年を記念し、岩波ブックセンター信山社では、過去・現在・未来へと伝えられ、書店としていつまでも大事に売っていきたい
本の数 を々、＜書物復権＞9社の協力を得て、6回連続で展示いたします。

岩波ブックセンター  信山社　連続フェア
（全6回／2013年3月～8月）のご案内

～大事に売っていきたい本～

書き手との新たな出会い［2013年7月展開］ ＊価格は税込みです。

◁◁◁ 6 月展開《境界》 8 月展開《ベスト・オブ・人文書》▷▷▷


